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第 67 巻 第 3号 3月号

372 ―皮膚科の臨床・2025―

　今月号の初校をみながらこの編集後記を書いていますが，皆様がもっとも楽しみにしてい
るであろう「憧鉄雑感」の冒頭に「皮膚科の臨床休刊？？？」の見出しが躍っているのを見
て，少しドキッとしました。来る 4月 1日エイプリルフールと鉄道ジャーナルの休刊に絡め
たジョークだと思いますが，「凶報は突然やってくる」というフレーズが繰り返されると，
少し真に迫ったように感じます。
　症例報告については，いつも貴重な論文の投稿に感謝しながら拝読させていただいていま
す。ただ，論文審査の段階では，著者の皆様は対応にご苦労があったと思います。そのやり
とりにおいては，査読者はその論文を良くすることだけを考えて意見を申し上げていますが，
著者の立場からすると煩わしいと感じるかもしれません。本誌連載中の「Ackermanの『診
断病理学の実践哲学』を読む」の先月号では，「プロは自分の仕事への批判に対して感情的に
ならずに冷静になって課題に真剣に取り組むべき」という病理のプロの心構えが書かれてい
ます。皮膚科医というプロが書く論文についても少し通じるところがあるようにもみえます。
　論文審査における煩わしい指摘のなかで，内容についての指摘はともかく，少なくとも形
式的なことは，投稿規定をよく読んで投稿していただくとほとんどなくなると思います。
　形式的な指摘で多いのは，①　図表の枚数（組図は原則不可），②　写真の質，③　要約（字数
および考察の内容も含めての記載），④　文献の記載法，などです。微妙なのは，初診日の記
載です。以前は，正確な日付を必須としていましたが，昨今の情勢から，現在，投稿規定で
は年月の記載のみを求めています。ただし，初診日がX年と記載されたものや無記載のもの
についても，修正は求めにくいのが現状です。しかし，症例報告が事実の記録である以上，
その基本として，何時の時点での出来事であったのかを示すことは，時期による使用可能な
薬剤の違い，疾患と季節の関係，症例集積への影響などもあり，年月の記載くらいは本来最
低限必要と思われます。
　表現についての指摘もしばしばさせていただいています。「認め」の連発は文章の品位を落
とします。また，修正例の一部ですが，紅斑の「癒合」は「融合」に，「保険適応」は「保険
適用」に，「対処療法」は「対症療法」に修正するようにお願いしています。組織と組織がくっ
つくのが「癒合」ですが，紅斑は癒合するものではありません。「保険適応」は「適応症」に
引っ張られて使ってしまうのだと思います。「対処法」はあっても，「対処療法」はありません。
　このまま些細なことを書き続けそうになってきましたので，これくらいでやめておきます
が，投稿の際，多少の参考にしていただければ幸いです。
 （土田哲也）
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